
ステークホルダー、 
リスク・機会を特定

STEP

2

以下の評価結果を基に、当社グループの事業・ビジネスモデル・

ステークホルダーに関する重要なサステナビリティ課題とリスク・機会を特定

 バリューチェーン上の自然関連リスク※２

 パーム・カカオ生産国における自然関連リスク分析※２

 不二製油グループのバリューチェーン上の自然関連リスク・機会※２

 第3回人権インパクトアセスメント結果※３

重要なサステナビリティ
課題の特定

STEP

3

サステナビリティ課題の重要性を以下の2軸で評価し（IRO※５評価）、

重要なサステナビリティ課題を特定

2軸は「極めて高い・高・中・低」の４段階で評価し、

①②いずれかが「高」「極めて高い」と評価された

項目を重要なサステナビリティ課題として特定

サステナビリティ課題領域
と重点項目・管掌役の特定

STEP

４

特定された重要なサステナビリティ課題をサプライチェーン上で整理し、

サステナビリティ課題領域と重点項目・管掌役を特定

重点項目毎にKPIを設定

②財務マテリアリティ

①
イ
ン
パ
ク
ト
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

重要な
サステナビリティ課題

低

低

中 高 極高

中

高

極
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サステナビリティ課題の
ロングリスト作成

STEP

1

ESRS ※１を基準として、以下を参考にサステナビリティ課題のロングリスト作成
 国際的なサステナビリティ開示ガイドライン・ガイダンス （ESRS、GRI、IFRS、SASB、SDGs、OECD

多国籍企業行動指針）

 ESG評価機関評価項目(MSCI、FTSE、WBAなど）

 国内外の食品企業のマテリアリティ、業界団体の原則、当社グループの長期研究テーマ、有識者の知見

取締役会承認 サステナビリティ委員会でSTEP3・4を審議・決議の上、取締役会にて承認
STEP

５

①インパクトマテリアリティ（社会・環境へのインパクト評価）

・正と負のインパクトの規模・範囲・修復の難しさ・発生可能性について評価

・STEP2で使用したリスク分析結果をインパクトの重要度に体系的に反映

②財務マテリアリティ（不二製油グループへの財務インパクト評価）

・各サステナビリティ課題のリスクと機会に関する多面的な財務インパクトについて

シナリオに基づき評価

 時間軸・・・短（1年）・中（～2030年）・長期（２０３０年以降）

 評価軸・・・インパクトの大きさと発生の可能性について評価

＊財務インパクトは、単年度の業績への影響・累積的な影響を評価する定量・定性

の客観的閾値を使用し評価

＊複数のシナリオがある場合は、最も財務インパクトが大きいシナリオ評価結果を反映

ステークホルダー
エンゲージメント※４

ステークホルダー
エンゲージメント※４

※1 ESRS：European Sustainability Reporting Standards（欧州サステナビリティ報告基準）。

※2 環境マネジメント

https://www.fujioil.co.jp/sustainability/environmental_management/

※3 人権マネジメント

https://www.fujioil.co.jp/sustainability/human_rights/#impact_assessment

※4 ESGマテリアリティ特定プロセスにおける有識者（サステナビリティ経営全般）、人権・生物多様性に関する専門家、機関投資家、

当社グループの役員、社外取締役、事業部門、機能部門、財務部門、研究開発部門。

※5 IRO：インパクト、リスク、機会。

https://www.fujioil.co.jp/sustainability/environmental_management/
https://www.fujioil.co.jp/sustainability/human_rights/#impact_assessment
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